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そうだ、海へ行こう！ 
「Northwind Traders は最高の選択肢と言

えるので、ご興味を持ちの方にお勧めしていま

す」 

宛先 

郵便番号 都道府県 

市区町村 

番地 
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保護者の方へお渡しください 

読
よ

み終
お

わったら保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に渡
わた

してください 

ｷﾀ――(ﾟ∀ﾟ)――!! 

海
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の日
ひ

はお休
 や す

みなのだ。 

ところで海
うみ

の日
ひ

って何
なん

だろう？ 

海の日について 

水辺
み ず べ

の安全
あんぜん

５か条
じょう

 

しっかりとチェックだね！ 

１．てんきよほうをかくにんしよう！ 

２．ひとりではなく、みんなでいこう！ 

３．ライフジャケットをつけよう！ 

４．水におちたら、あわてずにういてまとう！ 

５．人がおぼれていたら、とびこまずにたすけをよぼう！ 

 

  うみ       ひ 

 

明治天皇
めいじてんのう

が 1876 年に東北
とうほく

・北海道
ほっかいどう

を初
はじ

めて汽
き

船
せん

で 訪
おとず

れたのち、無事
ぶ じ

に横浜港
よこはまこう

に戻
もど

った日を

記念
き ね ん

し、7 月 20 日は海
うみ

の恩恵
おんけい

に感謝
かんしゃ

する「海
うみ

の

記念
き ね ん

日
び

」に制定
せいてい

されていました。 

その後
ご

、国民
こくみん

運動
うんどう

が盛
も

りあがり 1996 年から国民
こくみん

の祝日
しゅくじつ

「海
うみ

の日
ひ

」となりました。 

制定
せいてい

当初
とうしょ

は7月20日と決
き

まっていましたが、いわ

ゆる「ハッピーマンデー制度
せ い ど

」により、2003 年以降
い こ う

は7月第3月曜日
げつよ うび

が祝日
しゅくじつ

「海
うみ

の日
ひ

」になりました。 



保護者のみなさまへ 

子供の命を守るために。 

• 新聞等で、溺れた子供を救助しようと水に飛び込んだ

人が、二重遭難したニュースを見たことはありませんか？  

• このような事故のなかには、水辺の活動において「自分

の命は自分で守る（セルフレスキュー）」意識や知識

について知っていれば助かる命があったかもしれません。 

• それでは、水難事故からお子様の大切 

な命を守る方法を考えてみましょう。  

水辺で注意すべき場所は！？ 

• スーパーバイザー 

お問い合わせ先 

• 東京都調布市 

• 高円寺北 12-34-5 

• (718) 555-0123 

三浦 萌絵 

MMIURA@FABRIKAM.C

OM 

 
東京都港区虎ノ門3-4-10 
虎ノ門35森ビル9F 03-6402-5310（代） 

公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 
WWW.BGF.OR.JP 

海に流れたゴミは、長い時間をかけて分解されて、少しずつ自然に戻っていきます。
ペットボトルだと約500年といわれていますが、科学者たちが調べている途中です。 

組織やサービスをアピールする独自のテキストを入力しましょ

う。 

海では・・・  

• 海には「リップカレント（離岸流）」と呼ばれる、沖へ向

かう強い水の流れができるところがあります。海で泳ぐとき

は、この水の流れにのまれないように注意しましょう。 

• 離岸流にのまれた場合は、流れに逆らわず、岸に対し

て平行に泳いで逃げましょう。 

川では・・・ 

• 強い水の流れや推進の変化により、突然深みに引っ張

られることがあるので気をつけましょう。 

用水路では・・・ 

• 水深僅か10cm程度でも、転落時に動けなくなったり、

体が挟まり水圧で体が押さ 

えつけられて溺れてしまうケー 

スがあることを覚えておきま 

しょう。 

 

そうだ、海へ行こう！ 

でも今、海の未来が大ピンチ 

• 子供達が楽しく遊び、学ぶ海。 

きれいなまま、将来の子供たちにも残して、 

楽しんでもらいましょうね。 

町のゴミが川などを通じて海へ流れていく 

• 海の生き物を命の危険にさらしている海

洋プラスチックゴミ。そのほとんどが私達が

住む町から川を伝い流れ込んでいます。 

• 一度、海に入ったプラスチックゴミは、なか

なか後から回収できません。 

• プラスチックゴミを、外に捨てたり川に流さ

ないのはもちろんですが、その前に一人 

ひとりが使うプラスチックをなるべく減らすよ

うにしましょう。 

プラスチックによる海の汚染 

• 未来の子供達にも、同じ笑顔が伝えられるように、

ぜひ皆さまのご協力をお願いします。 

Let’s go to the sea  
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